（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導員等有資格者
講習の一部および試験免除申請の流れ
	＜スポーツ指導基礎資格　＞  スポーツリーダー

＜ 競技者別資格 ＞            コーチ１（旧指導員）・コーチ２（旧上級指導員）・コーチ３（旧
コーチ）・コーチ４（旧上級コーチ）・教師・上級教師

＜ フィットネス資格 ＞        ジュニアスポーツ指導員・スポーツプログラマー

フィットネストレーナー
＜メディカル・コンディショニング資格＞ アスレティックトレーナー・スポーツ栄養士
＜マネジメント資格＞  　      クラブマネジャー・アシスタントマネジャー

（スポーツドクター、スポーツデンティストは対象外）


	＜日本サッカー協会公認ライセンス＞　
C級コーチ以上（B級.A級.S級）　（D級コーチは対象外）
＜日本バスケットボール協会公認ライセンス＞
C級コーチ以上（B級.A級）　　　　(D級コーチ以下は対象外)


★講習の一部および試験免除申請手続き
1 申請者は、認定員養成講習会参加申込書に指導者番号（資格番号）を記入し、所属市町に受
講を申込む。
日本サッカー協会公認の「C級コーチ」以上
日本バスケットボール協会公認の「C級コーチ」以上の資格取得者は、
資格を保持していることが分かる証明書｛氏名、資格、指導者（資格）番号、資格有効期限等が記載されたもの｝のコピーを所属市町に提出する。
　　　　　　　　↓
2 市町スポーツ少年団は、下記書類を県スポーツ少年団へ提出する。
・参加申込書
・スポーツ少年団認定員資格認定推薦書（様式１）
・資格証明書コピー（サッカーC級コーチ以上の資格取得者および日本バスケットボー
ル協会公認C級コーチ以上の資格取得者のみ）※様式なし
　↓

③県スポーツ少年団にて推薦書記載内容を精査。

　　　　　　　　↓
④申請者は、スポーツ少年団認定員養成講習会（２日間１５時間講習）の内、

「スポーツ少年団の理念とその意義（１時間）」

「スポーツ少年団の組織と運営（１時間）」を受講する。

 ※参加料無料
　　　　　　　　↓
⑤県スポーツ少年団にて申請者の受講を確認の上、｢スポーツ少年団認定員｣として認定する。
（毎年度末に認定）
　　　　　　　　↓
⑥県スポーツ少年団より所属市町スポーツ少年団へスポーツ少年団認定員の「認定証・ワッペン・指導必携書」を送付する。
　　　　　　　　↓

⑦所属市町スポーツ少年団より本人へスポーツ少年団認定員の「認定証・ワッペン・指導必携書」を送付する。
